
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 

５月８日発行 

第２号 浜木綿 
学校教育目標 

自ら考え、お互いを認め合い、 

社会と関わろうとする生徒の育成 

スローガン  一人ひとりが主役の白中 

 

 

今
年
度
一
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
早
一
ヶ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
新
入
生
も
部
活
動
や
委

員
・
係
が
決
ま
り
、
中
学
校
生
活
に
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

こ
の
時
期
は
緊
張
感
が
緩
み
、
気
温
差
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
連
休
明
け
か
ら
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
練
習

な
ど
の
体
育
大
会
に
向
け
て
の
取
組
が
本
格

化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
疲
れ
も
出
て
く
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
お
子

様
の
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

本
校
の
学
校
教
育
目
標
は
、
「
自
ら
考
え
、
お

互
い
を
認
め
合
い
、
社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る

生
徒
の
育
成
」
で
す
。 

・
自
分
を
知
り
、
自
分
を
他
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
自
分
を
表
現
し
、
自
分
の
考
え
や
思
い

を
実
現
す
る
。 

・
自
分
と
他
者
と
は
違
う
か
ら
こ
そ
、
お
互
い

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
何
を
大
事
に
す
る
か

を
合
意
形
成
す
る
。 

・
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
、
自
分
自
身
が

当
事
者
と
し
て
関
わ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
目
標
に
少
し
で
も
近
づ
く
た
め
、

重
点
目
標
や
具
体
的
な
取
組
な
ど
の
計
画
を

示
し
た
も
の
が
、
上
記
の
「
白
浜
中
学
校
ス
ク

ー
ル
プ
ラ
ン
」
で
す
。
令
和
七
年
度
の
白
浜
中

学
校
は
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
を
軸
に
教
育

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
本
校

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
全
て
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

こ
れ
は
、
か
つ
て
東
陽
中
学
校
の
校
長
で
あ
ら

れ
た
小
森
陽
太
郎
先
生
が
校
内
に
掲
示
し
た

言
葉
で
す
。
掲
示
さ
れ
て
か
ら
四
十
年
以
上
経

ち
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
が
放
つ
想
い
は
色
褪
せ
て

い
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
に
携
わ
る
者
な
ら
誰
も

が
持
つ
で
あ
ろ
う
こ
の
想
い
は
、
ど
ん
な
時
代
に

も
普
遍
的
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

白
浜
中
学
校
に
も
同
じ
想
い
の
先
生
方
が
い
ま

す
。 こ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
、
生

徒
、
保
護
者
、
地
域
、
教
職
員
み
ん
な
で
一
緒

に
、
学
校
と
い
う
場
を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
学
校
長
） 

白
浜
中
学
校
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン 

学
校
と
い
う
場 

中
学
校
で
学
ぶ
こ
と 

小冊子『学校長アピール抜椊～小森陽太郎先生のことば』(1985 年 東陽中学校育友会 編)より抜粋 

学
校
と
い
う
場 

 得
意
で
あ
ろ
う
と 

得
意
で
な
か
ろ
う
と 

や
り
た
か
ろ
う
と 

や
り
た
く
な
か
ろ
う
と 

面
白
か
ろ
う
と 

面
白
く
な
か
ろ
う
と 

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん 

 

や
り
な
が
ら
賢
さ
を
磨
く
の
で
す 

学
校
と
い
う
場
は 

そ
う
い
う
場
な
の
で
す 

 

そ
の
た
め
に 

先
生
た
ち
は 

積
極
的
に 

君
た
ち
に
か
か
わ
り
ま
す 

 

君
た
ち
が 

ひ
と
と
き 

「
き
び
し
い
」「
い
や
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
も 

 

そ
こ
か
ら
抜
け
出
し
た
賢
い
顔
で 

本
物
の
と
こ
ろ
で 

先
生
と
人
間
と
し
て
交
わ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す 

 

そ
ん
な
君
た
ち
を
願
っ
て 

先
生
た
ち
は
積
極
的
に
か
か
わ
り
ま
す 

懸
命
に
か
か
わ
り
ま
す 

 

（
昭
和
五
十
九
年
一
月
） 

 
令和７年度 白浜町立白浜中学校（学校経営方針）スクールプラン 

 

【学校教育目標】 

自ら考え、お互いを認め合い、 

社会と関わろうとする生徒の育成 

【めざす生徒像】 

○自己認識、自己開示、自己表現、自己実現できる生徒  

○想像力を発揮し相手の立場に立って考えることができる生徒 

○郷土の自然や文化を愛し、地域に積極的に貢献する生徒 

白浜町学校教育目標 

「生きる力を育む」 
○豊かな心と健やかな体を培います 

○基礎・基本の確実な定着を図ります 

○教育が充実するよう家庭や地域との連携を 

深めながら取り組みます 

保護者・地域の願い 
・健康で安全な学校生活を送ってほしい。 

・仲間と充実した学校生活を送ってほしい。 

・学力を身に付け、自己の進路を切り開いて 

ほしい。 

 

前年度の学校評価 
・「学校が楽しい」「学校に安心できる場所がある」

「特色ある教育活動をしている」等は高評価。 

・「分かりやすく丁寧な授業」についての生徒の 

評価は高いが、「基礎基本の学力」の定着、「自ら 

学びに向かう力」には課題がある。 

生徒の実態 
・素直で、思いやりがある。 

・学習や行事、部活動に真面目に取り組む。 

・不登校や不登校傾向の生徒の割合が高い。 

・地域との関わりや社会経験の少ない生徒がいる。 

 確かな学力の向上 
・自律的な学びができる授業デザイン 

・基礎基本の知識技能を使う場面の創造 

・書く、話すなど、発表する活動の充実 

・教科横断的なアプローチを進める 

・個別最適、協働的な学びのスタイルを授

業に取り入れる。 

・英語、数学で少人数等習熟度別授業を 

実施する。 

・ＩＣＴの効果的な活用に取り組む。 

・ＥＳＤの取り組みを進める。 

・「基礎・基本の学力がついている」保護者

70％）、「授業に見通しを持って取り組んでいる」

（生徒 70％） 

・生徒による授業評価を行い、授業研究の進捗状

況について点検する（教師） 

 
 
目
標
 

 
 
 
な
 
 
 

 
 標

 

豊かな心の育成 
・道徳の授業の充実を図る。 

・非認知能力（社会情動的な学び）を伸ば

し、自己肯定感、自己有用感を育てる。 

・読書指導の充実を図る。 

 

・「道徳の時間」を担任以外の教師も順 

に授業を行い、授業の充実を図る。 

・社会情動的な学び（SEL）を取り入れる。 

・職員によるブックトーク、全校ビブリオ 

バトルを計画的に行う。 

・保護者を交えた対話の学びを進める。 

・「学校には安心できる場（人）がある」（生徒

90％） 

・「学校図書館を積極的に利用している」（生徒

40％） 

・「学校は保護者・地域との連携を大切にしてい 

る」（保護者 90％） 

健やかな の育成 
・体育的活動の充実に努める。 

・保健指導、食育指導の充実に努める。 

・防災教育、安全教育の充実に努める。 

・不登校の解決に向けて取り組む。 

・体育的な行事、部活動等の充実を図る。 

・食育指導の充実を図る。 

・防災訓練等を計画的に行う。 

・不登校の解決に向けて、ＳＣと情報 

共有し、関係機関との連携を図る。 

 

・「健康で体力がある」（生徒 70％） 

・避難訓練・防災学習を学期に１回行い、定期的

な校内施設の安全点検を行う。 

・月に１回、職員全体で生徒の理解を図り、具体

的な取り組みを進める。ケース会議を学期に 1

回は行う。 

 

地域に開かれた学校 
・コミュニティスクールの取組を進める。 

・保幼小中の連携を強め、一貫した取り組

みを進める。 

・学校活動の見える化を進める。 

・学校運営協議会と地域学校協働活動を一

体的に進める。 

・地域行事に積極的に参加する。 

・生徒によるボランティア活動を進める。 

・保幼小中の連携会議を開催し、共通の 

課題を共有する。 

・「学校は生徒・地域の実態を踏まえた特色

ある教育活動を行っている」（保護者

90％） 

・保幼小中の会議を１回以上開催する。 

「持続可能な学びを実現する学校づくり」を研究主題として、自ら課題を見つけ、解決できる生徒を育てる授業研究、学校経営を行う 研 究 



  

 

 

  
 

  

 
 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行      事 部活 

１ 木 午後臨時休校（町研究会）★下校 13：30～ × 

２ 金   

３ 土 憲法記念日 鹿島クラブ杯(テニス部)南部  

４ 日 みどりの日  

５ 月 こどもの日 吹奏楽祭(吹奏楽部)紀南文化会館  

６ 火 振替休日  

７ 水 ★下校 15：00～ × 

８ 木 
眼科検診 検尿２次 図書館司書 

育友会環境整備作業（14:30～15:20） 
 

９ 金 内科検診 検尿２次  

10 土   

11 日   

12 月   

13 火 ＳＣ  

14 水   

15 木   

16 金 体育大会予行･準備 図書館司書 × 

17 土 第７８回体育大会（終日・雨天延期） × 

18 日 白浜トライアスロン ※生花のレイ作成(午前)  

19 月 振替休日  

20 火 ＳＣ  

21 水 歯科検診 ★下校 14：15～ × 

22 木   

23 金 英語検定  

24 土 中間テストのためクラブ停止（～29） × 

25 日  × 

26 月 ＡＬＴ 図書館司書 ★下校 15：55～ × 

27 火 
スポーツテスト 避難訓練 ＡＬＴ ＳＣ 

★下校 14：40～ 
× 

28 水 歯科検診 ★下校 15：25～ × 

29 木 中間テスト ★下校 13：20～ × 

30 金 中間テスト ★クラブ終了 17：４５・下校 18：00～  

31 土   

６月の主な予定 
２日（月）街頭指導 セーフティーネットの日 

７日（土）県選手権大会（バレー） コスモスの郷フェスタ 

１９日（木）参観日 

図書ボランティア 

今年は７名のボランティアの方に、火曜と木曜の昼休み、貸し

出し業務や図書の整理等をお世話いただくことになりまし

た。よろしくお願いいたします！地域の素敵な活動ありがた

いです。 

４月１１日に１年生対象のクラブ紹介がありました。 

画像を提示しての説明や練習メニューの実演など、どのクラブも 

工夫を凝らした紹介でした。 

【野球部】４月２０日に富田中学校

との合同チームで出場しました。 

串本 BBCとの対戦は、０対８で敗

退しましたが、最後までよく頑張り

ました。 

前期生徒会役員 

会長  関岡祐介 

副会長 古谷大虎・池田華 

書記  十河立樹・谷坂芙佳 

会計  土谷倫平 

本年度の育友会総会も

書面決裁で、参観日は

６月になります。 

育友会本部役員・委員のみなさま、役員会並びに委員総会へ

のご出席有り難うございました。会員の皆様、今年度の育友会

活動、どうぞ、宜しくお願いいたします。 

 

文 化 部 野 球 部 

陸上部（短距離） 

陸上部（長距離） 

吹 奏 楽 部 

司会の２人 

【ソフトテニス部】４月１２日に個人

戦が行われました。 

谷地・吉田ペア、井澗・吉見ペアがベ

スト３２、岡本・竹中ペアが２回戦敗

退という結果でしたが、夏の総体に期

待がもてる試合内容でした。 

【陸上部】４月２９日に大会が行われ、

本校から１８名の選手が出場しまし

た。上位入賞者は、山本珠色(走幅跳１ 

位)、木下葵斗(三段跳１位)、松阪 

香玖(三段跳３位)、小阪優(400m 

２位、800m１位ともに大会新)、 

関岡祐介(1500m１位)、中村悠 

樹(3000m１位大会新)。 


